
This	work	is	licensed	under	a	Creative	Commons	Attribution	4.0	International	(CC	BY	4.0)	license.
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/

Journal of Asian and African Studies, No.103, 2022
資　料

Keywords:	 Rawḍāt al-Jannāt,	Muʻīn	al-Dīn	Muḥammad	Isfizārī,	Timurid	dynasty,		
Herāt,	Codicology

キーワード :	 『天国の諸庭園』，ムイーン・アッディーン・ムハンマド・イスフィザーリー，
ティムール朝，ヘラート，写本研究

＊	本研究は，JSPS科学研究費補助金 JP16H05681（研究代表者：川本正知）の助成を受けたものです。

『天国の諸庭園（Rawḍāt al-Jannāt）』の 
写本と未校訂箇所の研究＊

杉　山　雅　樹

Research on the manuscripts and accounts not included  
in the revisions of Rawḍāt al-Jannāt

SUGIYAMA,	Masaki

Muʻīn	al-Dīn	Muḥammad	Isfizārī’s	Rawḍāt al-Jannāt	has	 long	been	widely	
acclaimed	 in	Iranian	historical	 studies.	However,	 the	manuscripts	of	 this	
work	have	 received	 little	attention	since	a	critical	edition	of	 the	 text	was	
published	 in	Tehran	 in	 1959–61.	 Therefore,	 this	 research	 examines	 the	
extant	manuscripts.	The	purpose	of	this	paper	is	to	(I)	classify	the	surviving	
manuscripts	of	the	work	into	four	groups	and	describe	the	features	of	each	
group	based	on	differences	in	the	total	number	of	chapters	and	sections;	(II)	
introduce	the	contents	of	the	accounts	that	were	not	included	in	the	revised	
text	and	demonstrate	their	historical	significance;	and	(III)	present	the	text	of	
these	accounts.

The	defining	characteristic	of	manuscripts	in	Group	A	is	that	they	contain	
Chapter	27,	which	 is	not	 found	 in	 the	manuscripts	of	 the	other	groups.	
Manuscripts	in	Groups	B	and	C	consist	of	26	chapters,	but	there	are	omissions	
in	several	sections	of	the	manuscript	in	Group	C.	Finally,	Group	D	includes	
the	only	manuscript	containing	Sections	1	and	2	of	Chapter	26.

An	 analysis	 of	 the	 contents	 of	 Chapter	 27	 and	 Sections	 1	 and	 2	 of	
Chapter	26	shows	that	the	author	of	each	account	is	Isfizārī	himself	and	that	
they	contain	unique	information	about	the	late	Timurids.	First,	Chapter	27	
provides	information	about	tax	items	that	are	prohibited	under	Islamic	law.	
Second,	the	names	of	14	princes	of	Sulṭān	Ḥusayn	(r.	1469–70,	1470–1506)	
are	included	in	Section	1	of	Chapter	26.	Third,	Sulṭān	Ḥusayn’s	architectural	
projects	are	described	in	Section	2	of	Chapter	26.	As	there	is	little	information	
about	these	subjects	 in	the	other	historical	sources	for	the	late	Timurids,	 it	
is	obvious	that	 the	accounts	not	 included	 in	the	revised	version	of	Rawḍāt 
al-Jannāt	have	significant	value.
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はじめに

ティムール朝（1370～1507年）末期を代
表する文人の 1人，ムイーン・アッディー
ン・ムハンマド・イスフィザーリーMuʻīn	
al-Dīn	Muḥammad	Isfizārī1）による『ヘラー
トという街の特性に関する天国の諸庭園』
（Rawḍāt al-Jannāt fī Awṣāf Madīnat Harāt，
以下『天国の諸庭園』）は，同朝の国都の 1
つとして繁栄を極めたヘラートを中心とした
地理書・歴史書である。本書の前半ではヘ
ラートを中心とするホラーサーン地方の地理
的情報が，後半では古代から著者の時代に至
るまでの，ヘラートを統治した支配者たちの
変遷とそれぞれの時代に生じた歴史的出来事
が記録されている2）。
本書の著者イスフィザーリーは，ティムー
ル朝ヘラート政権君主スルターン・フサイ
ン Sulṭān	Ḥusayn	Mīrzā（在位 1469～70，

1470～1506年）治世に文書起草官（munshī）
を務め，自ら起草した文書や書簡を含むイン
シャー作品の著者・編者としても知られた人
物であった［Subtelny	1998;	杉山 2012］。彼
は当時の自身の保護者であり，ティムール朝
宮廷における最有力のイラン系官僚であった
カワーム・アッディーン・ニザーム・アルム
ルク・ハーフィーQawām	al-Dīn	Niẓām	al-
Mulk	Khwāfī（1498年没，以下ニザーム・
アルムルク）3）の指示に従い，897/1491–2
年に『天国の諸庭園』の執筆を開始し，
899/1493–4年に完成したとされる4）。
本作品は，19世紀後半にBarbier	de	Meynard	
によってフランス国立図書館所蔵写本を基に
した作品の紹介とフランス語抄訳が発表さ
れたことにより［Barbier	de	Meynard	1860;	
idem	1861;	idem	1862］，ヨーロッパの東洋
学者やイラン研究者の間では比較的古くから
よく知られていた。また，近年でも，ティ

はじめに
1．写本群
　1-1.	A版写本群
　1-2.	B版写本群
　1-3.	C版写本群
　1-4.	D版写本
　1-5.	各写本群の成立時期
2．未校訂箇所の内容とその執筆者

　2-1.	A版の第 27章
　2-2.	D版の第 26章第 1節及び第 2節
おわりに
［付録］『天国の諸庭園』未校訂箇所のテキスト
　［校訂 1］	第 27章（結語含む），書写年の

記述
　［校訂 2］第 26章第 1節及び第 2節

1）	 イスフィザーリーの没年は明らかではない。史料上確認できる彼の最後の活動は，904/1498–9年
にヘラートの金曜モスクの改修工事が終わったときに紀年詩を作成したことであった［KAK:	188;	
杉山 2012:	45］。

2）	 後半の歴史部分については，一貫して時代の流れに沿って話が進む訳ではない。まず，第 6章の
古代及びイスラーム初期から，第 10章のティムール Tīmūr（在位 1370～1405年）によるシャー・
ルフ Shāh	Rukh（在位 1409～47年）に対するヘラートの統治権の委任までは時代順に述べられる。
その後，第 11章と第 12章ではアッバース朝期とモンゴル時代に戻り，それぞれの時代の出来事
が述べられる。次に，第 13章では一旦シャー・ルフ治世に戻り，彼の死までの出来事が紹介される。
しかし，第 14章では再び時代が遡り，モンゴル軍によるヘラート征服とその後のヘラートの復興
が扱われる。その後，第 15章で再度シャー・ルフ死後の出来事に戻り，以降は時代順に話が進む。
なお，このような順番で書かれた理由については不明である。詳細については［表 3］も参照のこと。

3）	 ニザーム・アルムルクを始めとする，スルターン・フサイン治世におけるイラン系官僚の活躍と宮
廷での権力争いに関しては［久保 1997］を参照のこと。

4）	 本作品の執筆開始年と完成年については，第 1章第 5節で詳しく述べる。
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ムール朝第 3代君主シャー・ルフ治世にお	
ける都市の有力者のネットワークと政権との
関わりについての研究［Manz	2007］や同
朝末期ヘラート政権の社会経済的特徴を検
証した研究［Subtelny	2007］，ヘラート及び
ホラーサーン地方の歴史的変遷を扱う研究
［Noelle-Karimi	2014:	15–43］などで主要な
典拠の 1つとして採り上げられており，ティ
ムール朝期のヘラートとその周辺地域を扱う
研究では極めて重要な史料であり続けている。
校訂本については，これまでイランのテヘ
ランとインドのアリーガルでそれぞれ出版さ
れている（以下，略号としてはテヘラン版を
tx1，アリーガル版を tx2で示す）。そのうち，
後者のアリーガル版は現在まで第一巻しか出
版されていない上に，その発行部数も少な
かったらしく，入手が困難である。こうした
事情もあり，これまでの研究では専ら前者の
テヘラン版が利用されてきた。
テヘラン版の校訂者は，当時テヘラン大学講

師（moʻallem）であった Seyyed	Moḥammad		
Kāẓem	Emāmである。彼は，テヘランの
いくつかの図書館に所蔵されている写本 4
点と，テヘラン大学付属中央図書館にあっ
たフランス国立図書館所蔵写本のマイクロ
フィルムから写真に印刷したもの 1点の，	
合わせて 5点を基に校訂作業を行った5）。こ
うして 1959–61年に 2巻本として出版され
たテヘラン版は，全体的な構成としては「著

者による序文」と「全 26の章（rawḍa）」か
らなる。
一方，アリーガル版は，カルカッタ大学の
アラビア語・ペルシア語科教授Moḥammad	
Ishaqueによって，現存する『天国の諸庭園』
写本のうち最も書写年が古いコルカタのアジ
ア協会図書館所蔵写本 PSC108を底本とし
て 1961年に校訂出版されたものである。し
かし，先述の通りこの校訂本は未完であり，
これまで第 1巻（「著者による序文」から第
5章の終わりまで）しか出版されていない。
ただ，校訂者 Ishaqueは序文の中で PSC108
の冒頭部分に付された目次を掲載しており，
その目次からこの写本（及びそれに基づいて
出版される予定だったアリーガル版の完成
版）の全体的な構成を確認することが出来る
［RJI-tx2:	pīshgoftār	6-11］。その中で注目す
べきは，本写本にテヘラン版にはない第 27
章が含まれていることである。
管見の限り，『天国の諸庭園』の写本の中
に第 27章を含むものが存在することを最初
に指摘したのは Rieuであった。彼は，大
英図書館所蔵の写本カタログ作成にあたっ
て，PSC108と同じ構成を持つ同図書館所蔵
の Add16704を調査し，この写本が「全 27
章」からなることを紹介したのである［Rieu	
1879:	207］。しかし，この Rieuの指摘はほ
ぼ等閑視され，その後発表された多くの写本
カタログや研究では，本作品の章の総数は	

5）	 ただし，マイクロフィルムの写真版を含むこれら 5点に関して，校訂者 Emāmは書写年代と所蔵
されている図書館名しか情報を掲載しておらず，所蔵番号を示していない。筆者は各図書館のカ
タログと写本の照合作業を通じて，テヘラン版の校訂で使用された写本のうち，マイクロフィル
ム 1点を除いて，テヘランの諸図書館に所蔵されている 4点については特定することが出来た。
テヘラン版で用いられている，アラビア文字による写本略号と，それぞれの写本が所蔵されてい
る図書館名と所蔵番号を示すと以下の通りになる。مج=Ketābkhāne-ye	Majles-e	Shūrā-ye	Eslāmī	
2298（Majles2298），مک=Ketābkhāne-ye	Mellī-ye	Malek	3888（Malek3888），مد=	Ketābkhāne-ye	
Mellī-ye	Malek	382，س=	Ketābkhāne-ye	Madrase-ye	ʻĀlī-ye	Shahīd-e	Moṭahharī-ye	Sepahsālār	
1459。このうち，後者 2つは欠落があって全体の構成が把握できない上に，書写年代がヒジュラ
暦 13世紀 /西暦 18世紀後半以降のものとされるため［Derāyatī	1391kh:	934］，本稿では扱わなかっ
た。また，Emāmは，彼が参照したというフランス国立図書館所蔵写本のマイクロフィルムの写
真版について，994年ラジャブ月 27日 /1586年 7月 14日に書写されたものと述べている。しかし，
同図書館のカタログには該当する写本は挙げられておらず，特定できなかった［cf.	Blochet	1905:	
311–312］。
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「全 26章」と説明されてきた6）［Browne	1928:		
174,	 431;	Derāyatī	 1391kh:	 933;	 Ivanow	
1924:	34;	Noelle-Karimi	2014:	16;	Storey	
1970:	355;	Subtelny	1998］。唯一の例外とし
て，Storey	1970をロシア語に訳した上でそ
こに新たな情報を加えた Bregel’を挙げるこ
とが出来る。彼は，本作品については「26〔も
しくは 27章〕に分かれている」7）と紹介して
おり［Bregel’	1972:	1046］，簡単ではあるが
第 27章の存在に言及している。しかしなが
ら，Bregel’が指摘した後も，第 27章の存
在や内容が検証の対象とされることはなく，
本作品の現存写本に見られる章の総数や構成
の違いに基づく総合的な調査が行われること
もなかった。
かく言う筆者も，以前は『天国の諸庭園』
を読む際には専らテヘラン版を利用してお
り，章の総数が異なる写本が存在すること
すら知らなかった。やがて，2016年に筆者
がコルカタのアジア協会図書館を訪れた際，
偶々 PSC108を実見する機会を得て，そこ
に第 27章が含まれていることを知った8）。
さらにその後，世界各地の様々な図書館で
『天国の諸庭園』の写本調査を行った結果，
本作品の写本にはいくつかのバージョンが存
在し，それに基づいて複数の写本群に分類す
ることが可能であること，また前述の第 27
章だけでなく，他にもこれまで未校訂の箇所
が存在すること，が明らかになった。

以上のことから，本稿は，（1）これまでの
写本調査によって得られた情報を基に，『天
国の諸庭園』の写本群を提示し，それぞれの
写本群間の相違点を明らかにすること，（2）
これまで校訂されてこなかった章及びその下
位区分となる節（chaman）に含まれる情報
に基づいてその執筆者を検証すると共に，当
該箇所の内容の概要を紹介し，その史料的価
値を指摘すること，（3）上記のように，これ
まで一部でしか知られていなかった章及び節
の校訂作業を行い，テキストを提示すること，
を目的とする。以下では，上記の目的のうち
（1）と（2）をそれぞれ第 1章と第 2章で扱い，
（3）については本稿の最後に付録として校訂
テキストを掲載する。

1．写本群

本章では，これまで著者が行ってきた写本
調査の成果に基づき，『天国の諸庭園』の現
存する写本の中で全体の構成が確認でき，か
つ比較的書写年代が古いものをいくつかの写
本群に分類し，それぞれの特徴を提示する。
具体的な説明に入る前に，まずは『天国の諸
庭園』の写本の現存状況を確認しておきたい。
世界各地に現存するペルシア語写本を網羅
的に紹介した Storeyのペルシア語写本カタ
ログでは，本作品の写本として計 18件が挙
げられている。そのうち，書写年が記録され

6）	 例えば，Browneは『ペルシア文学史』の中で本作品を紹介する際，Rieuによる大英図書館所蔵
ペルシア語写本カタログの記述のうち，Add16704が第 27章を含むことが指摘されている箇所
を典拠として挙げながら，本作品の構成について「26章に分けられている」としか述べていない
［Browne	1928:	430］。また，Ivanowも，コルカタのアジア協会図書館のペルシア語写本カタログ
において，第 27章を含む PSC108の構成について誤って「26の章に分けられている」と記録して
いる［Ivanow	1924:	34］。

7）	 引用文中の〔〕内の文言が，Storey［1970:	355］に対する Bregel’による追加情報である。ただし，
追加情報の典拠は示されていない。恐らく，先述の Rieuの解説またはアリーガル版の校訂者によ
る序文の記述のどちらかに基づいたものと思われる。

8）	 この図書館での調査は，JSPS科研費 JP16H05681「ラシード・ウッディーン『歴史集成』写本の
ミニアチュールの総合的研究」（2016–2018年，研究代表者：川本正知）に関連して実施したもの
である。なお，本稿の基になった写本調査は，この科研費に関連した調査のために世界各地の様々
な図書館を訪れた際，その作業が終了した後に行ったものである。研究代表者である川本正知先生
を始め，本科研に参加された研究分担者や研究協力者の方々には，各地の図書館を利用する際の便
宜を図っていただいた他，様々な助言や助力を賜った。ここに記して謝する。
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ていて，本作品の完成からおよそ 1世紀の
間に，すなわち 16世紀中に書写されたこと
が確実なものは，5件である9）［Storey	1970:	
355］。次に，Bregel’は Storeyの提示した
本作品の写本に新たに 12件を加えているが，
そのうち 16世紀中に書写されたものは 1件
である10）［Bregel’	1972:	1046–1047］。また，
近年イランの様々な図書館の写本カタログを
基に総合的なカタログを編纂した Derāyatī
は，イランの諸図書館には本作品の写本が
合計 15件所蔵されていること，そのうち 16
世紀に書写されたことが確実なものとして
4件あること，を報告している11）［Derāyatī	
1391kh:	933–934］。以上の 3つの写本カタ
ログの記述をまとめ，それぞれ重複している
ものを除くと，『天国の諸庭園』の現存する
写本のうち，16世紀に書写されたことが確
実なものは合計 9件になる。
筆者はこれまでに上記の 9件のうち 8件に
ついて，それぞれを所蔵する図書館に赴いて
調査を行ってきた。その結果，『天国の諸庭園』
の写本の中には，章の総数の違い，すなわち

全 26章かあるいは全 27章かという違いだ
けではなく，序文や章の一部，または章の下
位区分にあたる節の全体あるいはその一部が
省略されているものが存在すること，以下に
挙げる 3つの項目に基づくと，16世紀に書
写された『天国の諸庭園』の写本 8件は 3つ
の写本群に分類できること，が判明した12）。	
分類のために用いた項目とは，①第 27章（結
語含む）及び序文での「ミール・アリー・
シールMīr	ʻAlī	Shīr（1501年没）13）の権勢に
関する祈願」の有無，②第 24章冒頭部14）の
有無，③テヘラン版の構成に基づくと第 18
章第 1節，第 23章第 1節及び第 2節，第 24
章第 1節に相当する記述の有無，の 3点で
ある。本稿では，これら 3つの写本群には
それぞれ親写本に相当するものが存在してい
たと想定し，便宜上，それらの親写本が示す
バージョンを A版，B版，C版と呼ぶ。また，
上記 3つの親写本のいずれかに基づいて作成
され，共通する内容を持つ複数の写本をまと
めて，それぞれ A版写本群，B版写本群，C
版写本群と呼ぶ。

9）	 本稿における写本略号で示すと，PSC108，IO195，Or4106，Add22380，Add16704である。
10）	 前掲注の Storey	1970で挙げられている 5件に，Majles2298が加えられている。
11）	 項目としては 16件挙げられているが，うち 1件はテヘラン大学中央図書館に所蔵されているパリ

の国立図書館所蔵写本 P.	105のマイクロフィルムの説明であるため，ここでは除外した。なお，
ここでの 4件とは，Bregel’が挙げているMajles2298の他，Malek3888と Daneshgah5453，及び
本稿では扱えなかった ArākのOstād-e	Ebrāhīm	Dehgān図書館所蔵写本（所蔵番号 100）である。

12）	 写本間で節の全体またはその一部が省略されて分量が異なることについては，既にテヘラン版の校
訂者である Emāmが自ら参照した写本間の相違に基づいて指摘している［RJI-tx1,	v.2:	pīshgoftār	
43–44］。しかし，彼は A版写本の存在を知らなかったためか，Majles2298を『天国の諸庭園』の
最も完成された写本とみなしている。また，Majles2298と同じ構成を持つ写本が他にも存在する
ことについても知らず，そもそも複数の写本群の存在を前提とした議論は行っていない。

13）	 スルターン・フサインの側近として政府・宮廷に大きな影響力を有しただけでなく，チャガタイ・
トルコ語文学の確立者として，また学芸保護者として，ティムール朝末期のヘラートにおける文化
的発展に大きな貢献を果たした。ミール・アリー・シールが行った学芸保護の実態については［久
保 1990］，彼の家系や出自については［久保 2012;	久保 2014］を参照のこと。ただし，イスフィザー
リーがミール・アリー・シールと具体的にどのような関係にあったのかは不明である［杉山 2012:	
45–47］。

14）	 本稿では，便宜上，章タイトルの後，第 1節の節タイトルの前に記述がある場合，それを「冒頭部」
と呼ぶ。なお，『天国の諸庭園』の各章の構成はそれぞれ異なり，章によって節を持つものと持た
ないもの，または冒頭部を持つものと持たないものがある。各章の構成を示すと，大きく分けて以
下の 3つとなる（下線を引いた章は，その構成が写本群によって異なることを示す。詳細について
は［表 3］も参照のこと）。①節に分けられていない章（第 1,	9,	10,	12,	19,	21,	26,	27章），②冒頭
部がある章（第 8,	13,	14,	15,	16,	17,	18,	20,	22,	23,	24,	25,	26章），③冒頭部がない章（第 2,	3,	4,	5,	
6,	7,	8,	11,	24章）。
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さらに，書写年は不明ながら 17世紀以降
に書写されたことが確実な写本の中に，他の
写本群では確認できない，④第 26章第 1節
及び第 2節を含むものが存在する。そのため，
これを D版写本として別に分類した15）。
続いて，以下では各写本群の特徴を確認し，
その後各写本群の成立時期について現時点で
の見解を述べたい16）。

1-1. A版写本群
この写本群の特徴は，他の写本群にはみら
れない，第 27章と序文の「ミール・アリー・
シールの権勢に関する祈願」を含んでいるこ
とである。また，第 27章の終わりには結語
にあたるものが書かれており，本作品の最も
完成された構成を有しているといえる17）。さ
らに，他の写本群と比べた場合，全体的によ
り適切と思われる単語や表現が使用されてい
る18）。
現在のところ，A版写本群に属す写本は，
コルカタのアジア協会図書館所蔵 PSC108
（［表 2］①）と大英図書館所蔵 Add16704（同
②）の 2つしか確認出来ていない。前者の

PSC108については，現存する『天国の諸庭
園』写本のうち最も書写年代が古く，ティ
ムール朝滅亡の前年にあたる 911/1506年に
書写されたものである。作成地は不明である
が，本作品そのものが完成したとされる年か
らおよそ 12年後とかなり早い時期に書写さ
れていることからも，ヘラートで作成された
可能性が高いと考えられる。流麗なナスフ体
で書かれ，章や節のタイトルには赤色と青色
のインク，引用されている詩の作者の名前に
は赤色と青色の他に金色のインクが使用され
るなど，全体として非常に精巧に作成された
豪華な写本である19）。なお，作成地だけでな
く，写字生の名前，所有者や所在地の変遷，
アジア協会図書館に所蔵されるようになった
経緯など，写本の来歴に関する情報は一切不
明である。
この PSC108の来歴について考える上で
ヒントを与えてくれそうなものが，A版写本
群に属すもう 1つの写本 Add16704である。
1002/1594年に書写されたこちらの写本は，
PSC108と比べると明らかな書き間違いがい
くつか含まれており，やや質は落ちる。また，

15）	 以上挙げたような写本群を設定する際の基準と各写本群の対応については［表 1］に，著者が調査
を行ってきた写本がどの写本群に分類されるかについては［表 2］に，各写本群の構成の目次につ
いては［表 3］に，それぞれ示しておいた。

16）	 なお，『天国の諸庭園』の 2つの校訂本でそれぞれ底本とされているのは，アリーガル版（tx2）で
は A版写本 PSC108，テヘラン版（tx1）では B版写本Majles2298である。また，本稿で扱った
写本の中でそれぞれの校訂本の作成作業において参照されたものとしては，アリーガル版ではもう
1つの A版写本 Add16704と B版写本 IO195，テヘラン版では C版写本Malek3888がある。

17）	 A版以外の写本では，第 26章の最後にスルターン・フサイン治世に多くの死地が開墾されたこと
を散文と韻文で述べた後，書写年が提示されて突然終わりを迎える（［表 3］も参照のこと）。作品
の最後としてはあまりにも唐突であり，著者が予定していた本来の終わり方は別にあったとみなす
べきであろう。

18）	 ここでは一例だけ挙げておきたい。テヘラン版（及びその底本となったMajles2298）やその他の
写本群では，本来「望みを叶える王子たちの権勢と長命に関する祈願」とすべき序文の節のタイト
ルのうち「長命（jāndirāzī）」の部分がいずれも「jāndārī」となっている［Daneshgah5745:	5b;	
Majles2298:	11;	Malek3888:	33b］。この語の解釈については，複合名詞を構成する 2つの単語の意
味から判断すると，「活力の溢れた状態」という意味でとれなくもないが，筆者は歴史史料におい
てこの語がそのような意味で用いられた例を寡聞にして知らない。また，テヘラン版の校訂者であ
る Emāmは，この語が本来「護衛」を意味することを紹介した上で，そこから転じて「友情，援
助」の意で使用されている，とやや苦しい解釈を施している［RJI-tx1:	v.	1,	13,	n.	1］。それに対して，
A版写本群に属する 2写本のみ，これを「長命」と記録しており［Add16704:	11b;	PSC108:	7a］，
単語の並びから考えてもこちらの方がより相応しいと思われる。

19）	 ただし，本文開始葉の冒頭に置かれているウンワーンは装飾が施されておらず，最終的な完成には
至らなかったようである。また，湿度や虫食いの影響により，現在はかなり劣化が進んでいる。
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PSC108と同じく，その作成地や最終的に大
英図書館に所蔵されるに至った詳細な経歴は
不明であるが，少なくとも一時期ムガル朝の
宮廷図書館に所蔵されていたことは間違いな
い20）。
残念ながら，PSC108と Add16704との具
体的な参照関係については明らかではない。
ただ，その経緯についての詳細は不明である
が，前者は現在コルカタの図書館に所蔵さ
れ，後者はかつてムガル朝宮廷図書館に所蔵
されていたことから，A群写本群に属する 2
写本ともインドという地と深い関わりがある
といえる。Add	16704の中にこの写本の成
立地や基にされた写本の情報が含まれていな
いため，あくまでも推測の域は出ないものの，
Add16704がムガル朝宮廷で書写されたもの
であり，その際親写本とされたのがかつてヘ
ラートで作成された後にインドへもたらされ
た PSC108であった可能性は十分にあるだ
ろう。

1-2. B版写本群
この写本群に属す写本は，A版写本とは異
なり，序文の「ミール・アリー・シールの権
勢に関する祈願」と結語を含む第 27章がな
く，全 26章からなる。この写本群にはテヘ
ラン版の底本となったイラン議会図書館所蔵

写本Majles2298（［表 2］④）21）が含まれて
いることから，B版写本は一般的に最もよく
知られた『天国の諸庭園』の構成を有して
いるといえる。この写本群に属すのは，Ma-
jles2298の他，インディア・オフィス図書館
所蔵（現在は大英図書館所蔵）IO195（同③），
大英図書館所蔵Or4106（同⑤）の計 3点で
あるが，いずれも作成地は不明であり，それ
ぞれの写本の参照関係も明らかではない。な
お，この 3写本のうち，IO195は A版写本
群に属する PSC108の完成から約 8年後の
920/1514年に書写されたものであり，本作
品の現存する写本の中では 2番目の古さであ
る。このことから，この B版写本群の親写
本にあたるものも古くから存在していたと考
えられる。
さらに，上述の 3写本を詳細に確認すると，

IO195及びMajles2298と，Or4106という
2つのグループに分けることができる。その
違いは，前者 2つの写本に存在する第 24章
冒頭部の大部分が，後者では書かれておらず，
その箇所が空白のままにされていることであ
る22）。そのため，3つ目のOr4106のみ B-1
として前者 2つとは区別しておく。
では，B-1で空白にされた第 24章冒頭部
の該当箇所には，何が書かれているのであ
ろうか。この箇所で最初に描かれているの

20）	 この写本の最初の葉には，いくつもの内容確認（ʻarḍ）の記録と印章が記されている。その中で
年代が最も古いのは，「Amānat	Khān	Shāh	Jahānī，1042（1632–3年）」［Add16704:	2a］とい
うものである［Rieu	1879:	207］。この人物は，ムガル朝第 5代君主 Shāh	Jahān（在位 1628～58
年）に仕えた能書家 ʻAbd	al-Ḥaqq	Amānat	Khān	Shīrāzī（1644–5年没）のことである［Begley	
1989］。さらに，数葉後には「〔1〕107年ラビーユⅡ月 7日（1695年 11月 15日）にデリーの街で
帝王様（sarkār-i	pādshāhī）から購入した。所有者（mālik-hu）」［Add16704:	6a］という記述がある。
ここでの「所有者」が誰を指しているかは明らかではないが，この文言は彼が当時の「デリーの街」
の「帝王」，すなわちムガル朝第 6代君主 Awrangzēb（在位 1658～1707年）からこの写本を購入
したことを意味していると考えられる。以上のことから，この写本はかつてムガル朝の宮廷図書館
に所蔵されていたが，売買を通じて世に出たものとみなすことが出来る。

21）	 イランの図書館に所蔵されている写本には，葉数ではなく頁数が書き込まれていることが多い。そ
のため，本稿でイランの図書館に所蔵されている写本の葉数を挙げる際には，写本の開始頁を 1b
として筆者が自ら付した葉数を利用する。

22）	 具体的には，Or4106では，380bの冒頭にテヘラン版の第 23章第 3節の最後にあたる文章が 3行
書かれた後，380bの残りと 381aの全体が空白になっている。そして，381bは第 24章冒頭部の途
中（テヘラン版 330頁 3行目にあたる文章）から始まっており，全体としては第 24章冒頭部のお
よそ 4分の 3が省略されていることになる。Or4106では他にこのような空白部分は存在しないこ
とからも，書写した人物が第 24章冒頭部の大部分の執筆を意図的に避けた可能性は極めて高い。
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は，873/1469年にスルターン・フサインが
ヘラートで 1度目の即位をした際の逸話であ
る23）。以下にその一部を，A版写本（PSC108）
と，B版写本に基づいて校訂されたテヘラン
版から引用しよう。

　シーア派の無知な者たちとラーフィダ派	
の偽りの者たち（jāhilān-i	Shīʻa	wa	bāṭilān-i		
Rafḍa）は，かの陛下（＝スルターン・フ
サイン）が雄弁なる〔自身の〕詩で「フ
サイニー」という筆名を使用しているの
は，彼らの偽りの信仰に傾倒しているから
であり，輝やかしいスンナ派は非難の対象
となるであろう，と考えた。そして，イス
ラームのミンバルの上で 12人のイマーム
の名でフトバを読み，正統カリフの名を排
除しようと，度を越えた主張や中傷を行っ
た。 そ の 1人 が，Sayyid	Abū	al-Ḥasan	
Karbalāʼī24）という名の人物であった。彼
は，至高なる陛下の天空の広がりを持つ宮
廷の絨毯がまだ優れた学者たちや公正な学
識者たちで飾られていなかった頃に，欺瞞
と狡猾さによって日々の糧を得る術を手に
入れ，カリフ位の避難所たる宮廷へと向
かった。そして，虚偽と策謀によって〔そ	
こに〕入り込み，上記のこと（12人の
イマームの名でフトバを読ませること）

に関して多大な努力を払ったのである。
［PSC108:	385b;	RJI-	tx1:	v.2,	328］

以上のように，この箇所で最初に語られて
いるのは，スルターン・フサインの周辺にい
たシーア派の集団が，フトバを十二イマーム
派のやり方に変更するよう彼に働きかけたと
いう逸話であった。さらに続いて，シーア
派に転向したカーイン出身の説教師 Sayyid	
ʻAlī	Wāḥid	al-ʻAynなる人物によって引き起
こされた混乱について述べられている。それ
によれば，この説教師が犠牲祭の日にスン
ナ派を攻撃する説教を行ったことに反発した
ヘラート住民が暴動を起こし，スルターン・
フサインの命でその説教師がミンバルから
引き摺り降ろされたことで事態は収束した，
と い う25）［IO195:	249a–249b;	RJI-tx1:	v.2,	
329–330］。いずれの逸話もシーア派信仰に
関わる事件であったが，結果的にスルター
ン・フサインがスンナ派支持の立場を採り厳
正に対処したことで問題は解決したとされて
いる。このように，第 24章冒頭部の記述は，
スルターン・フサインが「清浄な」スンナ派
信仰を有することを強調するためのもので
あったといえる。
では，なぜ B-1写本Or4106では，第 24
章冒頭部のうち上記のようなシーア派信仰に
関わる出来事の記述が省略されているのだろ
うか。その原因を考える上で，この箇所が意
図的に空白のままにされていることに注目す
べきである。つまり，この箇所を省略した
背景には，先述の引用箇所に見られるよう
な，シーア派に対する否定的な記述を避ける

23）	 スルターン・フサインは 873/1469年にヘラートでの即位を果たしたが，それから約 15か月後
に，アク・コユンル朝の支援を受けたティムール朝王子の 1人ヤードガール・ムハンマド Yādgār	
Muḥammadによってヘラートを征服され，ホラーサーンの統治権を奪われた。その後，スルター
ン・フサインは 875/1970年にヘラートの奪還に成功し，ヤードガール・ムハンマドを処刑した後，
2度目の即位を果たしている［Subtelny	2007:	63–67］。

24）	 この人物の名前については，B版写本及びテヘラン版校訂本では Sayyid	Ḥasan	Karbalāʼīとなっ
ているが，A版写本（PSC108）の記述に従った。同様の逸話を伝える同時代史料『ジャーミー伝
（Maqāmāt-i Jāmī）』（1492年完成）でも A版写本と同じく Sayyid	Abū	al-Ḥasan	Karbalāʼīとされ
ており［MJB:	148,	190］，こちらの名前の方がより信憑性が高いと考えられるからである。なお，
スルターン・フサイン治世最初期のヘラートで完成した年代記『両星の上昇（Maṭla‘-i Sa‘dayn）』

（1470年完成，1480～90年頃修正）でもほぼ同じ内容が記録されているが，あくまでも集団とし
てのみ扱われており，個人名には言及されていない［MSS4:	1021–1022］。

25）	 この出来事についても，『ジャーミー伝』と『両星の上昇』には同様の記述が残されている［MSS:	
1022;	MJB:	149–150,	190］。



25杉山雅樹：『天国の諸庭園（Rawḍāt al-Jannāt）』の写本と未校訂箇所の研究

狙いがあったと考えられる。以上のことか
ら，Or4106はシーア派を国教とするサファ
ヴィー朝の支配領域で作成された可能性が高
いといえるだろう26）。

1-3. C版写本群
この写本群に属する写本としては，マレク
図書館所蔵Malek3888（［表 2］⑥），テヘラ
ン大学図書館所蔵 Daneshgah5453（同⑦），
大英図書館所蔵 Add22380（同⑧）がある。
これまで述べてきた A版及び B版写本と比
べた場合，この C版写本の特徴としては，
以下の 3点が挙げられる。1点目は，B版写
本と同じく全 26章から構成されていること
であり，この点で全 27章からなる A版写本
とは異なる。2点目は，第 24章冒頭部が省
略されていることである。これについては，
一見 B-1と共通しているように見えるが，実
際には異なる。というのは，B-1では冒頭部
の一部は残され，省略された部分は空白のま
まにされているのに対して，C版写本では同

章冒頭部は完全に削除され，空白部分は詰め
て書かれているからである。3点目は，その
他の節でも全体または一部が省略されている
ことである。A・B版写本，及びテヘラン版
の構成を用いて，C版写本群で共通して全体
が省略されている節を示すと，第 18章第 1
節，第 23章第 1節及び第 2節，第 24章第 1
節となる27）。
なお，以上挙げたような C版写本群に属
する 3つの写本に関しても，作成地や所有者
など来歴に関する詳しい情報は不明である。

1-4. D版写本
これまで述べてきた写本群は全て 16世紀
に書写されたことが確実なものであったのに
対し，最後に挙げる D版写本にあたるもの
は明らかに後世に書写されたテヘラン大学所
蔵 Daneshgah5745（［表 2］⑨）である28）。
書写年代が新しいにもかかわらず，あえてこ
こで採り上げる理由は，この写本には他の写
本バージョンでは全く確認できない，第 26

26）	 スルターン・フサイン即位直後のフトバ変更の逸話に関しては，サファヴィー朝支配下のヘラー
トで編纂されたホンダミールKhwāndamīr（1535年没）の『道徳の伴侶（Ḥabīb al-Siyar）』（1523
～24年頃完成，1529年追加・修正）のように，変更の理由についてティムール朝期に編纂され
た史料とは全く異なる記述になっているものがある。すなわち，『道徳の伴侶』では，スルター
ン・フサインにフトバの変更を勧めるシーア派の集団は登場せず，この変更はあくまでもスルター
ン・フサイン自身の宗教的傾向によるものであったとされている。さらに，この試みを阻止すべ
く彼を説得した人々に対して「狂信的なハナフィー派の一団（jamʻī	az	mutaʻaṣṣibān-i	madhhab-i		
Ḥanafī）」と否定的な表現が用いられている［HSK4:	136］。スルターン・フサイン治世初期の歴
史を記述するにあたって，ホンダミールが『両星の上昇』や『天国の諸庭園』を参考にしたことは
間違いないと考えられる。それにもかかわらず『道徳の伴侶』で上記のような記述になっているの
は，ホンダミールがスルターン・フサインのフトバ変更に関する記述をサファヴィー朝の宗教的立
場に反しない内容に変更したためであったと思われる。

27）	 また，筆者が確認できた範囲ではあるが，C版写本ではそれ以外にも，他の写本群で第 17章第 3
節と第 20章第 1節及び第 2節に相当する箇所で，一部省略がみられる。なお，C版写本群に属す
る 3つの写本を比較した場合，第 20章第 1節及び第 2節における記述内容や分量がそれぞれ異なる。
このことから，今後，後世に書写された写本を含めて分析を進めていけば，第 20章第 2節の記述
内容や分量に基づいて C版写本群をさらに細分化することが可能と思われる。しかし，本稿では
煩雑になるのを避けるため，写本群の分類はあくまでも章や節の総数に基づくものとし，上記の 3
写本を全て同じ C版写本として扱う。

28）	 写本の最終葉には，本文が書かれている枠の外に本文とは違う筆跡で「1187年ムハッラム月（1773
年 3月 25日～4月 23日）」という日付を含むアラビア語の文章が書かれている。この文章は通常
書写年を示すときに使用される定型句とは全く異なるものであり，意味が捉えにくい。テヘラン大
学中央図書館写本カタログによれば，この文章は読誦（qirāʼat）の記録を示しているに過ぎず，写
本が書写された年代は 1187年よりも古い，という［Dāneshpazhūh	1357kh.:	81–82］。書写年を
示す文章は定型句を使用して本文の中に書かれることが多いことから，写本カタログで指摘されて
いるように，この文章が示しているのは書写年ではない可能性が高い。



26 アジア・アフリカ言語文化研究　103

章第 1節及び第 2節が含まれているからであ
る。この写本が有するその他の特徴としては，
C版写本と同じく第 24章冒頭部は全く存在
しないこと，これまで指摘した点以外の全体
の構成については B版写本と全く同じであ
ること，が挙げられる。
なお，最初に挙げた第 26章第 1節及び第

2節に関しては，イスラーム議会図書館の写
本目録において，同図書館に所蔵されている
別の写本（Majles2298）の解説として以下
のような記述がある。

　「〔この写本を〕書写した人物は写本の終
わりに，第 26章を〔『天国の諸庭園』の〕
他の複数の写本にある〔ように，〕2つの
節（第 1節と第 2節）を含んだ〔形では〕
書かなかった」［Nafīsī	1344kh:	256］

極めて簡潔な表現のためかなり補って読む
必要があるが，引用した記述は『天国の諸庭
園』の現存する写本の中に第 26章第 1節及
び第 2節を含むものが複数存在しているこ
とを示している。残念ながら，ここで述べら
れている「他の複数の写本」について，所
蔵する図書館やその番号など具体的な情報
はなく，詳細は一切不明である。また，筆
者自身がこれまでの写本調査で発見出来た
第 26章第 1節及び第 2節を含む写本はこの
Daneshgah5745のみであり，実際に同じ構
成を持つ写本が他にも存在するかどうかは現
段階では明らかではない。

1-5. 各写本群の成立時期
以上，各写本群とそれぞれの特徴について
説明してきたが，最後にこれまで述べてきた
ような 4つの写本群が成立した順番，つまり
各写本群の基となる，それぞれの親写本に相
当するものが完成した時期についても触れて
おきたい。
結論から述べると，現時点ではそれぞれの
写本群が成立した順番を特定し，写本バー
ジョン間の関係を明らかにすることは不可能
である29）。その理由としては，A版写本を除
いて，各写本バージョンの中にそれぞれの親
写本が成立した年代を確定できるような独自
の記述は書かれていないからである。
唯一の例外である A版写本には，この写
本バージョンの成立年を示唆する記述が含ま
れている。以下では具体的な説明に入る前に，
まず全ての写本バージョンに共通してみられ
る記述を基に，『天国の諸庭園』という作品
そのものの執筆年に関する情報をまとめてお
きたい。
「はじめに」で述べた通り，本作品の執筆
が始まったのは序文に「現在」の年として明
記されている 897/1491–2年であったと考え
られる［RJI-tx1:	v.	1,	33;	tx2:	28］。その後，
第 5章第 2節には，ティムール朝末期を代
表するペルシア語詩人であり，著名なスー
フィー・シャイフであった ʻAbd	al-Raḥmān	
Jāmīが 898年ムハッラム月 18日（1492年
11月 18日）30）に亡くなったとき，この箇所
を執筆中であったことが記されている［RJI-
tx1:	v.	1,	235;	tx2:	177］。さらに，第 23章第

29）	 テヘラン版の校訂者 Emāmは，Malek3888が 899/1493–4年に完成した本作品の不十分な第 1稿
に基づいて作成された写本であり，その後イスフィザーリー自身が情報を書き加える過程で他の写
本が生まれ，最終的にMajles2298が完成した，と述べている［RJI-tx1,	v.2:	pīshgoftār	43–44］。
現時点ではこの Emāmの説を完全に否定することは出来ないが，彼がそのように結論付けた具体
的な根拠を全く示していないことと，彼が最も完成された形に近い A版写本の存在を知らず，B
版写本を最終稿とみなしているため，全体として説得力を欠いていることから，そのまま受け入れ
る訳にはいかない。

30）	 ジャーミーが 898年ムハッラム月 18日に死去したことについては，他の史料にも記録されている
［HSK:	338］。なお，従来の研究では，この日付は「1492年 11月 9日」にあたるとされ，これが西	
暦に換算した場合のジャーミーの没年月日として広く知られてきた［cf.	Huart	1991:	421;	Losensky		
2008:	470］。しかし，この換算は誤りであり，正しくは「9日」ではなく「18日」である。
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1節には，「898という年（1492–3年）が過
ぎている」時期に執筆していたことが述べら
れている31）［RJI-tx1:	v.2,	318］。
次に作品が完成した年についてであるが，
実は作中ではその年は明記されていない。校
訂者による前書きを始めとする先行研究で
は，作品の完成年は 899/1493–4年とされて	
いるものの32）［RJI-tx1,	v.1:	pīshgoftār	20;	ibid.		
v.2:	pīshgoftār	43;	RJI-tx2:	26–29;	Bregel’	
1972:	1046;	Manz	2007:	62］，その具体的な
根拠を挙げているのはアリーガル版の校訂者
Ishaqueのみである。彼が根拠として提示し
たのは，A版写本にのみ存在する，以下のよ
うな結語の記述であった。

　この書（ajzāʼ）は長くなってしまった
ので，以下のようにするのがふさわしい。
至高なる陛下や王子たち，一部のアミール
たちによる楽園のような建築物の描写，か
の恩恵の避難所たる帝王がカリフ位に就い
ていためでたい時代に行われた大きな宴や
祝宴の説明，900年（1494–5年）の初め
以降のその他の出来事や珍しいことの説明
は，時が猶予を与え，〔私の命の〕期限が
延びるのであれば，帝王陛下の権勢の支援
によって別の巻（daftar）に書かれ，明ら
かにされるであろう。［PSC108:	406a–b］

この引用文は，一見すると『天国の諸庭園』
には 899年までの歴史が書かれており，それ
以降，つまり 900年以降の出来事は別の巻に
まとめるという執筆者イスフィザーリーの構
想が述べられているように見える33）。しかし，

実際に本作品で扱われているのは 875/1470
年のスルターン・フサインによるヘラートで
の 2度目の即位までであり，それ以降に起
きた事件は一切記録されていない。つまり，
「900年」という年は，本作品で扱われてい
る歴史的出来事の記述とは全く関係がないの
である。このことから，Ishaqueが指摘して
いる通り，この「900年」は本作品がそれま
でに完成していたこと，つまり 899年中に
執筆が完了していたことを示しており，イス
フィザーリーは結語において作品が完成した
年の翌年にあたる 900年を基準として今後
の構想を提示した，と解釈すべきであろう
［RJI-tx2:	28–29］。むしろそのように解釈し
ないと，作中の歴史叙述とは全く関係のない
「900年」という年号が突然現れる理由を説
明できない。また，先述の通り，898年に第
23章第 1節を執筆中であったことも，この
解釈の妥当性を裏付けるものであろう。以上
のように，従来の研究において本作品の完成
年とされる 899/1493–4年は，A版写本の記
述からのみ導き出せるものであり34），実際に
は本作品の最終稿というべき A版写本の成
立年に相当するとみなすことができる。
次に，成立年を特定できた A版写本を軸
として，他の写本バージョンとの関係を検討
してみたい。中でも，2番目に書写年代の古
い写本が属す B版写本群については，A版
写本と比べた場合，序文の「ミール・アリー・
シールの権勢に関する祈願」と第 27章が含
まれていないという違いはあるものの，その
他は基本的に同じ構成を有している。このこ
とから，B版写本は A版写本との間に何ら

31）	 C版写本群に属する写本では，他の写本バージョンで第 23章第 1節にあたる部分は省略されてい
るため，この記述は書かれていない。

32）	 Browneは本作品の完成年を 875/1470年としているが［Browne	1928:	431］，明らかに誤りである。
後述するように，この年は作品の中で扱われている最も新しい歴史的出来事の年を示しているに過
ぎない。また，序文などを見れば，本作品が 897/1491–2年以降に執筆されたことは明らかである。

33）	 A版写本にのみ存在する，結語を含む第 27章を執筆したのは，本作の著者イスフィザーリー自身
であったと考えられる。このことについては，次章で詳しく説明する。

34）	 テヘラン版の校訂者 Emāmは，A版写本の存在を知らなかったはずであるが，なぜか本作品の完
成年を 899/1493–4年としている［RJI-tx1,	v.1:	pīshgoftār	20;	ibid.	v.2:	pīshgoftār	43］。しかし，
根拠を一切示していないため，彼がこの年を挙げた理由については不明である。
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かの参照関係があったと考えられる。この仮
定に基づき，B版写本の成立過程を考えてみ
た場合，以下のような 2つの可能性が浮か
ぶ。1つ目は，899/1493–4年に最も完全な
構成を持つ A版写本が最初に完成し，その
後そこから序文の「ミール・アリー・シール
の権勢に関する祈願」と第 27章が省略され
て B版写本が成立した，というものである。
2つ目は，第 23章第 1節を執筆中であった
898/1492–3年以降に一旦B版写本が成立し，
そこに新たに序文の一部と第 27章が追加さ
れて 899/1493–4年に完成稿としての A版写
本が成立した，というものである。しかし，
B版写本に成立時期を特定できるような記述
が残されていないため，どちらか一方に確定
することは不可能である。さらに，A・B版
写本に比べて，複数の節が存在せず，全体の
構成が異なる C版写本や，後世に書写され
た写本 1点のみが現存する D版写本につい
ては，その成立時期や他の写本群との参照関
係を検証することはより困難になる。
以上のように，各写本群の成立については，
残念ながら現時点では明らかにすることは出
来ない。この点に関しては，今後新たな写本
調査を通じて検証する必要があるだろう。

2．未校訂箇所の内容とその執筆者

本章では，『天国の諸庭園』諸写本に含ま
れる未校訂の章や節の記述について，それぞ
れの内容を簡単に紹介すると共に，それらを
執筆した人物がイスフィザーリーであるとみ
なしうるか否かを検証する。さらにその上で，
それぞれの史料的価値についても指摘してお
きたい。以下では，まず A版写本にのみ含
まれる第 27章について35），続いて D版写本

にのみ含まれる第 26章第 1節及び第 2節に
ついて，それぞれ述べよう。

2-1. A版の第 27章
第 27章で扱われている内容は，スルター
ン・フサインによるイスラーム法に反する諸
税の廃止，及びその他の善行に関する逸話で
ある。本節では，まずはこの第 27章を執筆
したのは誰か，という問題を検証したい。前
章で述べた通り，899/1493–4年にイスフィ
ザーリーが書き上げた本作品の最終稿が A
版にあたると考えられるため，当然ながらこ
の写本群に含まれる第 27章の執筆者はイス
フィザーリーである可能性が高いと思われ
る。しかしながら，他の写本バージョンでは
この第 27章が一切扱われていないこと，ま
た，あくまでも仮定の話になるが，我々が A
版とみなすバージョンには元々第 27章は含
まれておらず，後に別の人物の手によって挿
入されて PSC108が，あるいはその親写本
にあたるものが完成した，という可能性を全
く否定することもできないことから，念のた
めこの箇所の執筆者について検証しておきた
い。ただし，結論を先に述べておくと，以下
に挙げる 2つの根拠に基づき，第 27章を執
筆したのはやはりイスフィザーリーであった
とみなすことができる。

1つ目の根拠は，『天国の諸庭園』序文の
「本書執筆の理由」にある記述との整合性で
ある。この箇所では，イスフィザーリーが当
時最も有力なイラン系官僚であったニザー
ム・アルムルクから以下のような書物の執筆
を命じられたことが記されている。

　「…神聖なる街ヘラートの情勢と特性の
説明に関して〔中略〕一冊の書が書かれる

35）	 前章で述べた通り，A版写本が有する他の写本バージョンとの違いとしては，全 27章から構成さ
れていることだけでなく，序文に「ミール・アリー・シールの権勢に関する祈願」が含まれている
ことも挙げることができる。しかし，A版写本の序文部分に関しては，既にアリーガル版で校訂出
版されていること［RJI-tx2:	15–16］，またその内容に執筆者の特定につながるような記述や特筆
すべき新たな情報は見出せなかったこと，という 2つの理由から，本稿では扱わない。
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べきである。文章の誇張というしきたり
を免れ，隠喩の難解さという装いを脱ぎ
捨てつつ，スルターンの慈善の徴（āthār-i	
khayrāt-i	Sulṭānī）を含み，カリフの地位
にある陛下の慈愛と愛情の幸運によってこ
の清浄なる街に生じた繁栄と隆盛の説明を
含む書が」。［RJI-tx1:	v.	1,	48–50;	tx2:	37］

以上のように，ニザーム・アルムルクは，
単にヘラートに関してだけでなく，「スルター
ン・フサインの慈善の徴」やスルターン・フ
サイン治世のヘラートの繁栄についても記述
するよう明確に指示している。しかし，A版
写本群以外の写本（及びテヘラン版）で，ス
ルターン・フサイン治世に関する記述に相
当するのは第 23章から第 26章までであり，
その中で彼の具体的な政策や事績に触れてい
るのは第 24章冒頭部と第 26章のみである。
作品全体に占めるスルターン・フサインに関
する記述の割合は明らかに少なく，そこで扱
われている内容も引用文にあるようなニザー
ム・アルムルクの指示とは一致しない。それ
に対して，第 27章の内容は正に「スルター
ン・フサインの慈善の徴」に相当するもので
あり，A版写本は他のバージョンに比べてニ
ザーム・アルムルクの指示により忠実な構成
を有しているとみなしうる。

2つ目の根拠は，第 27章に引用されてい
る文章とイスフィザーリーとの関係である。
第 27章では，まず執筆者は当時サドルの地
位にあったクトゥブ・アッディーンQuṭb	
al-Dīn36）を通じて，スルターン・フサインか
らイスラーム法に反する税の徴収を禁止する

勅令を起草するよう命令を受け，その任務を
果たしたことが述べられる。その後，再びク
トゥブ・アッディーンを通じて，先の勅令と
は逆に今度はイスラーム法に反する税の徴収
を命じる勅令を起草するよう指示される。そ
れに対して，第 27章の執筆者は以下のよう
に答えている。

　〔かつて〕この下僕はそれ（イスラーム法
に反する諸税）を免除する勅令（nishān-i		
bakhshish-i	ān）を起草し，〔そのことが
自身の〕罪に対する大いなる償いになるこ
とを心の支えにしています。その勅令の最
後には「圧制の慣習というだけでなく，不
信仰の慣例に属する，この件の継続に努め
たり，同意したりする者あれば，その者に
神と天使，人類全ての呪いがありますよう
に」と書かれています。それなのに，どう
して〔この下僕が〕そのこと（イスラーム
法に反する税の徴収を命じる勅令の起草）

に同意したり，取り組んだりすることが出
来るでしょうか。［PSC108:	402a］

この引用文中，鍵括弧で囲んだ箇所が，第
27章の執筆者が自ら起草したという 1つ目
の勅令の末尾にあたる。注目すべきは，この
文言がイスフィザーリーによるインシャー作
品集 Tarassulに収録された「タムガ税免除の
勅令」の写しの末尾部分と 1つの単語を除い
て完全に一致していることである37）［TMI:	
84b］。すなわち，第 27章でその末尾部分が
引用されている勅令とは，イスフィザーリー
が起草し，自身のインシャー作品集に収録し

36）	 スルターン・フサイン治世前期にサドルを務めた，Quṭb	al-Dīn	Muḥammad	Khwāfī（1489–90
年没）を指していると考えられる。彼は元々ティムール朝第 7代君主 Sulṭān	Abū	Saʻīd（在位
1451～69年）に仕えていたが，その死後ヘラートのスルターン・フサインの許に来て，サドルに
任命された。また，彼はスルターン・フサイン治世前半の最も有力なイラン系官僚Majd	al-Dīn	
Muḥammad	Khwāfī（1494年没）の親族であった［HSK:	321–322］。Majd	al-Dīnはヘラートに
移住してきたイスフィザーリーを最初に保護した人物であり，イスフィザーリーが引用文にあるよ
うなQuṭb	al-Dīnとのやり取りを持った背景にはMajd	al-Dīnとの関係があった可能性がある。

37）	 両史料間で異なる単語とは，引用文中「この件」と訳した īn	shughlである。Tarassulに収録され
た「タムガ税免除の勅令」の写しでは，shughlの代わりに amrが使用されている。
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た「タムガ税免除の勅令」のことを指してい
ると考えられるのである。
以上のことから，A版写本に含まれる第

27章の執筆者は，本作品の著者イスフィザー
リー自身であったといえる。
次に，第 27章が持つ史料的価値について
も簡単に指摘しておきたい。まず特筆すべき
は，いずれも簡潔な記述ではあるものの，ティ
ムール朝下で実施されていた，イスラーム法
に反する様々な税目が紹介されていることで
ある。他のティムール朝史料ではそのような
税の名称が挙げられることはあっても，それ
が何を指しているのか，またどのようにして
徴収されたのかなど，具体的な説明が加えら
れることはほとんどない。そのためか，従来
の研究ではティムール朝期の税制，特にイス
ラーム法に反する様々な税目について説明さ
れる際，その根拠となる一次史料が挙げられ
ることはほとんどなかった38）。今後，ティムー
ル朝における非合法税の税目を検証する際に
は，まずは本章の記述を参照すべきであろ
う39）。
もう 1つの史料的価値としては，先の引

用箇所と関連して，イスフィザーリーが文
書起草官として実務にあたる様子が描かれ	
ており，そこからティムール朝における勅令
発布までの大まかな流れを再現することがで
きるという点である。すなわち，君主による
口頭での「命令（ḥukm）」が「パルワーナ

（parwāna）」として一旦文書化され，それが

文書起草官の許に届けられる。文書起草官は
そのパルワーナに基づいて「勅令（nishān）」
を起草する。その後，それは「イスラームの
ミンバルで読み上げられ」，人々に周知され
る，というものである［PSC108:	401b］。ま
た，従来パルワーナを文書起草官に届ける役
職としてパルワーナチー（parwānachī）の
存在が知られているが40），第 27章の記述か
らはサドルが届ける事例もあったことが分か
る。以上の点に関しても，分量としては決し
て多くはないが，他の史料にはない貴重な情
報といえるだろう。

2-2. D版の第 26章第 1節及び第 2節
次に，D版写本にのみ含まれる第 26章第

1節と第 2節についてであるが，その内容と
しては，第 1節ではスルターン・フサインの
14名の息子たちが，第 2節ではスルターン・
フサインによる 7件の建築活動が，それぞれ
扱われている。
この箇所についても，前節同様，まずはそ
の執筆者が誰なのかを検討しておきたい。た
だし，A版写本の場合その親写本にあたるも
のが本作の最終稿とみなしうるのに対して，
D版写本の場合は書写年代のかなり新しい
写本 Daneshgah5745の 1点だけであり，親
写本の成立年代を特定することは不可能であ
る。また，第 26章第 1節と第 2節の内容は
前節で紹介した序文のニザーム・アルムルク
の指示とある程度整合性を持つものの，それ

38）	 例えば，Jāmī書簡集の校訂者や Subtelnyは，ティムール朝スルターン・フサイン治世にみられた
様々な非合法税を説明する際，典拠としてMakhmudovの研究を挙げるのみで，一次史料に関し
ては一切言及していない［Jami:	pīshgoftār	80–89;	Subtelny	2007:	75–77］。なお，Makhmudov	
の一連の研究［N.	Makhmudov,	“Iz	istorii	zemel’nykh	osnoshenii	i	nalogovoi	politiki	timuridov,”		
Izvestiia Otdeleniia obshchestvennykh nauk AN Tadzhikskoi SSSR,	1963,	1(32);	 idem.,	“Feodal’naia	
renta	i	nalogi	pri	Timure	i	timuridakh,”	Trudy Tadzhikskogo gosudarstvennogo universitera, Seriia 
istoricheskikh nauk, vyp. 2, Voprosy istorii SSSR,	Dushanbe,	1966］については筆者未見のため，この
研究がどのような一次史料に基づいて論じているのかは不明である。

39）	 これまでの研究を一部修正できる例として，bunīchaに関する見解を挙げることができる。従来，
bunīchaは 18世紀初頭以降に都市の職人集団や商人集団毎に割り当てられた税の名称として用い
られるようになったとされてきた［Fragner	1986:	547］。しかし，本章の記述からは，既にティムー
ル朝末期から都市住民に限らず「聖戦用の補助税（nāmbardār-i	 jihādī）」のために人々の不動産
や動産に対して課された割当の名称として使用されていたことが分かる。

40）	 パルワーナチーの職務については［Herrmann	1968:	207–209;	Herrmann	1995］を参照のこと。
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だけでは根拠として十分とはいえない。そこ
で，この箇所の記述内容を詳しく分析したと
ころ，イスフィザーリーが執筆者であること
を示す以下のような要素が 2点含まれている
ことが明らかになった。

1点目は，当該箇所が執筆された時期であ
る。ただし，本文中にどの時点の状況を記し
たものなのか明記されていないため，以下で
は内容の分析や他史料との照合を通じておお
よその執筆時期を指摘する。執筆された時期
を検証する際に上限の目安となるのは，第 2	
節にスルターン・フサインによる建造物の
1つとして，インジール橋のたもと（sar-i	
Pul-i	Injīl）に建設されたマドラサが挙げら
れていることである。この施設の完成年は
898/1492–3年頃とされており［Golombek	
&	 Wilber	 1988:	 314–315;	 O’Kane	 1987:	
339–343］，当該箇所はそれよりも後に書か
れたことになる。一方，下限の目安になる
のが Shāh	Gharīb（1496年没）に関する記
述である。彼は 902/1496年に 14名の王子
の中で最も早く死去したが［Woods	1990:	
26］，当該箇所の内容や書き方から判断する
限り，執筆時には存命中であった41）。以上
のことから，第 26章第 1節及び第 2節は，
898/1492–3年頃から 902/1496年までに書
かれたとみなすことが出来る42）。前章第 5節
で確認したように，当該箇所が執筆された時

期の上限として設定した 898/1492–3年では
イスフィザーリーは本作を執筆中であったこ
と，下限として設定した 902/1496年の時点
でも少なくとも存命中であったことから，彼
自身がこの箇所を執筆した可能性は十分にあ
るといえる。

2点目は，引用されている韻文の作者
の顔触れである。当該箇所の執筆者は他
者の韻文を引用する際にはその作者の名
を挙げているのだが，Firdawsī（1025年
没）［Daneshgah5745:	474,	475］やNiẓāmī
（1209年 没）［Daneshgah5745:	474］，Saʻdī
（1292年 没）［Daneshgah5745:	480］，Amīr	
Khusraw（1325 年没）［Daneshgah5745:	
478,	 479］，Salmān	 Sāwajī（1376 年没）

［Daneshgah5745:	479］といったペルシ
ア文学史上に名を残す偉大な詩人たちと
並んで，アブド・アルワースィウ・ジャ
バリー ʻAbd	al-Wāsiʻ	al-Jabalī（没年不明）

［Daneshgah5745:	476］とマウラーナー・リ
ヤーディーMawlānā	Riyāḍī（1515–6年没）

［Daneshgah5745:	475,	476］43）というあまり
名の知られていない詩人の名を挙げて，その
作品を引用している。この 2名の詩人はいず	
れも一時期ヘラート及びその近郊に在住して
いたことがあり，さらに後者についてはイス
フィザーリーと同時代人でもあった44）。以上
のような経歴を持つ詩人の詩を，イスフィ

41）	 当該箇所では，当時彼は同母弟のMuẓaffar	Ḥusayn（1507–8年没）と共にスルターン・フサイン
の「後継者」とされており，その文章は現在形で書かれている［Daneshgah5745:	474］。

42）	 補足的な根拠として，別の王子Muḥammad	Ḥusayn（1503年没）に関する記述を挙げることが出
来る［Daneshgah5745:	475］。この王子に関しては当時ティムール朝ヘラート政権の領土を離れて
イラク在住であったと記されているが，他の同時代史料でも彼が同母兄の Sulṭān	Abū	Turābと共
にイラクに移住したことが記録されている［BNB:	128;	HSK:	216］。さらに，彼は 903/1497–8年
にホラーサーンへの帰還を果たしていることから［HSK:	217］，当該箇所はそれよりも前に記述さ
れたことになる。

43）	 ただし，第 26章第 1節及び第 2節においてリヤーディー作とされる詩は合計 3篇引用されているが，
そのうちの 1つは実際には Amīr	Khusrawの作品である［cf.	Daneshgah5745:	475］。

44）	 ジャバリーはセルジューク朝君主 Sulṭān	Sanjar（在位 1118～57年）と同時代の詩人。Gharchistān	
出身で後にヘラートに移住し，さらにそこからGhaznaに移って宮廷詩人としてガズナ朝君主
Bahrāmshāh（在位1118～52年）に4年間仕えた［TSD:	131–133］。一方，リヤーディーはティムール
朝末期のホラーサーン地方の Zāwa出身で，元々その地のカーディーを務めていた。やがて，イス	
ラーム法に反する罪を犯したため罷免された後，ヘラートで詩人として活動するようになった。シャ	
イバーン朝によるヘラート征服後は Shaybānī	Khān（在位 1500～10年）に仕え，彼の征服譚を韻文	
作品にするよう命じられたが結局完成しなかったという［MNP1:	77;	MNP2:	253;	TSS:	164–165］。
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ザーリーがヘラートとその周辺地域の歴史地
誌を扱う自身の作品の中で引用すること自体
はごく自然な流れであったと考えられる。実
際イスフィザーリーは本作品の他の箇所で
も，先に挙げたような著名な詩人たちと共に，
この 2人の詩人の名を挙げてそれぞれの詩を
複数回引用しているのである45）。
以上，いくつかの観点から検証を進めてき
たが，D版写本として書写年代がかなり新
しい本写本の 1点しか発見できていない理由	
を説明することは出来ず，執筆者の特定に関
しては未だ議論の余地があるのは確かであ
る46）。しかし，第 26章第 1節及び第 2節の
執筆者がイスフィザーリーであることを示す
根拠はそれなりに揃っているといえるだろう。
最後に，第 26章第 1節及び第 2節の内容
についても簡単に触れておこう。まず，第 1
節では，スルターン・フサインの 14名の息
子たちが列挙され，彼らを称える韻文と共
にそれぞれに関して簡単な説明がなされて
いる。14名の王子を列挙するという形式に
関しては，同時代史料の『バーブル・ナー
マ（Bābur-nāma）』及び『道徳の伴侶』の

記述と共通している［BNB:	127–131;	HSK:	
320–321］。しかし，この両書では構成上そ
れぞれの王子の母親が誰であるかを示すこと
に重きが置かれているのに対して，当該箇所
では各自の母には言及されず，代わりに 14
名のうち 8名の王子についてそれぞれが総督
に任じられた地域が挙げられている。このよ
うに，他の同時代史料と比べた場合，扱われ
ている情報に違いが見られるだけでなく，王
子たちが統治を委ねられた地域についても一
部異なる説明がある47）。以上のことから，単
に上述の 2作品を引用した訳ではなく，別の
情報源に基づいて記述されたと思われる。
次に，第 2節ではスルターン・フサイ
ンが行った合計 7件の建築活動が列挙さ
れ，それぞれに説明が加えられている。こ
れら 7件については，ホンダミールの『諸
情報の精髄（Khulāṣat al-Akhbār）』と『諸
王の事績（Maʼāthir al-Mulūk）』の中で，ス
ルターン・フサインによる建築物として
列挙されているものと一致する48）［KAK:	
195–201;	MMK:	174–175］。しかし，その
うち，Niʻmatābād49），SNJAB50）の建築群，

45）	『天国の諸庭園』の他の箇所において，ジャバリーの名とその詩は［RJI-tx1,	v.	1:	20,	63,	146,	147;	
ibid.	v.	2:	6,	168］で，リヤーディーの名とその詩は［RJI-tx1,	v.	2:	132,	135,	136］で，それぞれ記
述・引用されている。

46）	 例えば，1つ目の王子に関する記述の時期については，『天国の諸庭園』執筆時のティムール朝王
子たちの状況を把握していた後世の人物がイスフィザーリーになりすまして執筆した可能性もあ
る。また，2つ目の 2名の詩人については，そもそも引用されている詩が本当に彼らによって作ら
れたものなのか確認する術がない。そのため，後世の人物が当該箇所を創作し，本作品の他の箇所
で複数回登場する彼ら 2名の名前を適当に使用しただけ，ということもありうる。ただ，仮にそう
だとしても，そもそも当時のことを詳細に調べてまでイスフィザーリーになりすまして執筆する理
由がよく分からない。

47）	 本写本では Ibrāhīm	Ḥusayn（1504年没）がカンダハールとザミーンダーワルの統治者であった
とされているが，『道徳の伴侶』では彼が 1490年と 1497年に一時的にバルフの総督を務めていた
ことのみ確認できる［HSK:	189,	211］。一方，『バーブル・ナーマ』によれば，カンダハールの総
督を務めたのは，彼の同母兄弟Muḥammad	Maʻṣūm（1501年没）であった［BNB:	130］。

48）	 ここで挙げられている建築活動 7件は以下の通り。①世界を飾る者の庭園（Bāgh-i	Jahān-ārāy）
と宮殿，②Niʻmatābād，③大バーザール Chahār-sūのハーンカー，④スルターン・フサインの母
Fīrūza	Begimの墓廟，⑤ SNJABの建築群，⑥インジール橋のたもとのマドラサ，⑦ Ziyāratgāh
の金曜モスク。なお，スルターン・フサイン治世にヘラートで行われた建築活動の全体的な特徴に
ついては［Allen	1983:	24–35］にまとめられている。

49）	 ヘラートの郊外，市街の北東に位置したと考えられる建造物の名称であるが，詳細は不明［Allen	
1981:	160］。バーブルは 912/1506年にヘラート滞在中に訪れた市内及び郊外の名所の 1つとして，
この施設の名を挙げている［BNB:	193–195］。バーブルの記述の順番から判断する限り，ヘラー
トの市壁から北東約 5	kmに位置し，この街の守護聖人 ʻAbd	Allāh	Anṣārī（1089年没）の墓	 ↗
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Ziyāratgāhの金曜モスク51）の 3件に関して
は，ホンダミールは単にその名を挙げている
だけで，具体的な説明を一切残していない。
それに対して，当該箇所では上記の 3件の建
造物に関して比較的詳しい記述が残されてお
り，他の史料では見られない独自の情報とみ
なしうるだろう。
以上のように，この第 26章第 1節及び第

2節の記述はいずれも短いものではあるが，
そもそも同時代史料の中にティムール朝末期
の王子たちのまとまった記述や，スルター
ン・フサインによる建築物に関する記録その
ものがほとんど残されていないため，非常に
貴重な情報といえるのである。

おわりに

イラン史研究において，『天国の諸庭園』
という史料そのものは古くからよく知られた
存在であったが，テヘラン版が出版されて以
来，本作品の写本が分析対象とされることは
ほとんどなかった。こうした状況に対して，
筆者は本作品の現存する写本のうち，全体の
構成が把握でき，比較的書写年代の古い写本
を対象として，調査を行った。その結果，そ
れぞれの写本は章や節の総数の違いに基づい
ていくつかの写本群に分類可能であることが
判明した。
本稿では各写本群の構成や特徴について述
べてきたが，中でも A版写本群には本作品

の写本のうち最も書写年代が古いものが含ま
れているだけでなく，この A版写本は『天
国の諸庭園』の最も完成された構成を有して
いることが明らかになった。また，A版写本
と D版写本に含まれる未校訂箇所について
は，いずれも執筆者はイスフィザーリー自身
である可能性が高いこと，どちらも分量その
ものはそれほど多くないものの，それぞれ他
の史料では確認できない独自の情報を有して
いることを指摘した。具体的には，A版写本
にのみ存在する第 27章には，ティムール朝
末期に徴収されていたイスラーム法に反する
税目に関する情報が含まれる。また，D版
写本にのみ存在する第 26章第 1節では，ス
ルターン・フサインの王子 14名が列挙され，
そのうち 8名については総督として統治を委
ねられた地方名が挙げられている。一方，同
章第 2節にはスルターン・フサインによる建
築活動に関して独自の記述が残されている。
なお，上記の未校訂箇所については，付録に
てアラビア文字ペルシア語テキストを掲載し
た。それぞれの記述内容の詳細については，
そちらを参照されたい。
残念ながら，本稿ではそれぞれの写本バー
ジョン間の参照関係については明らかにする
ことが出来なかった。この点に関しては，『天
国の諸庭園』の現存する写本のうち，今回扱
えなかった，後世に書写された写本を対象と
して，新たな調査を行う必要がある。また，
本稿は写本群の解説と未校訂箇所の内容紹介

↗	 廟があることで知られる，Gāzurgāhの近くにあったと思われる。
50）	 この地名については詳細不明。『諸王の事績』では，スルターン・フサインによる建造物の 1つと

して Ribāṭ-i	kūtal-i	SNJABという建造物の名前のみ挙げられている［MMK:	175］。同書で建造
物を列挙する際の書き方から判断すると，ヘラート以外の地域にあった可能性が高い。また，第
26章第 2節の記述によれば，ヘラートの北に位置する Bādghīsに含まれる地名のようだが，他
の史料や先行研究にそれらしい情報は見当たらなかった。一方，Ḥāfiẓ-i	Abrū（1430年没）は，
Bāmiyān付近に Sanjābと呼ばれる隘路があることを伝えている［THA:	62;	Krawulsky	1984:	
48］。第 26章第 2節では SNJAB地方を通過する際に寒さのあまり命を落とす人がいると述べられ
ており，ヒンドゥークシュ近くの隘路であればありうる話かと思われたが，ヘラートや Bādghīs
からあまりにも離れているため確定には至らなかった。

51）	 Ziyāratgāhはヘラートの郊外，市壁から南約 16	kmに位置する村［Allen	1981:	85］。スルターン・
フサインによってこの地に建造された金曜モスクについては，［Allen	1981:	116;	O’Kane	1987:	
259–263］も参照のこと。
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を目的として論を進めてきた。今回紹介した
テキストに含まれる情報に基づく，ティムー
ル朝末期の税制及びスルターン・フサイン治
世の統治体制に関する本格的な検証について
は，今後の課題としたい。
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［表 1］写本群の分類基準

A版 B版 B-1 C版 D版

① 第 27章（結語含む）及び序文での「ミール・アリー・シー
ルの権勢に関する祈願」の有無 ○ × × × ×

② 第 24章冒頭部の有無 ○ ○ ×（空白） × ×

③ 第 18章第 1節，第 23章第 1節及び第 2節，第 24章第 1
節に相当する記述の有無 ○ ○ ○ × ○

④ 第 26章第 1節と第 2節の有無 × × × × ○

［表 2］各写本群の情報

A版写本群

略号 所蔵図書館（都市），番号 書写年 葉（行） 備考

①PSC108
The	Library	of	the	Asiatic	
Society	(Kolkata),	PSC108

911.Dhū	al-Ḥijja.10-20/	
1506.3.14-24

406	
（17）

本文が始まる前に，異なる筆跡で
書かれた目次あり。全体が完全な
形で残存。ただし，湿度や虫食い
の影響で破損が激しい。

②Add16704
The	British	Library		
(London),	Add.16704

1002.Dhū	al-Qaʻda.11/	
1594.7.29

349	
（17）

本文が始まる前に，異なる筆跡で
書かれた目次あり。全体が完全な
形で残存。ムガル朝宮廷図書館に
所蔵されていた写本。

B版写本群

③IO195
The	British	Library		
(London),	I.O.195	
(Ethé570)

920.Rabīʻ	al-Awwal/	
1514.5.6-6.4

261	
（23）

複数の人物により書写。全体が完
全な形で残存。

④Majles2298
Ketābkhāne-ye	Majles-e	
Shūrā-ye	Eslāmī		
(Tehran),	2298

999.Dhū	al-Ḥijja.9/	
1591.9.28

382	
（19）

ʻAbd	al-Ḥayy	b.	Ḥabīb	Allāhによ
り書写。全体が完全な形で残存。

B-1

⑤Or4106
The	British	Library		
(London),	Or.4106

933.Rabīʻ	al-Awwal/	
1526.12.16-1527.1.15

399	
（17）

Zayn	al-Dīn	ʻAlī	b.	Aḥmad	b.	Quṭb		
al-Dīnにより書写。第 24章冒頭部
の大部分は空白（380bの 3行目以
降～381a）。

C版写本群

⑥Malek3888
Ketābkhāne-ye	Mellī-ye	
Malek	(Tehran),	3888 981/1573.3.13-1574.3.2 214	

（19）

錯簡や欠落が激しい。各葉を正し
く並べ直すと以下の通り（1-3//	
33-204//5-18//211//205-210//19-
32//4//212-213）。

⑦Daneshgah5453
Ketābkhāne-ye	Markazī-ye	
Dāneshgāh-e	Tehrān		
(Tehran),	5453

987.Jumādā		
al-Thāniyya.10-20/	
1579.8.14-24

255	
（17）

Khwāja	Kalān	Arzanaにより書写。
写本の冒頭部分欠落。著者序文の
途中（tx1:	v.	1,	42）から始まる。

⑧Add22380
The	British	Library		
(London),	Add.22380

1002.Shaʻbān/	
1594.4.22-5.20

273	
（19） 全体が完全な形で残存。

D版写本群

⑨Daneshgah5745
Ketābkhāne-ye	Markazī-ye	
Dāneshgāh-e	Tehrān		
(Tehran),	5745

（1187.Muḥarram/	
1773.3.25-4.23読誦記録）

236	
（17）

複数の葉が欠落。後世に別の写本
から書写したものが挿入されてい
る（1b-15b,	17a-b,	20a-b,	23a-b,	
25a-28b,	31a-b,	223a-b）。
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［表 3］『天国の諸庭園』写本バージョン別の構成

章 序文の各タイトル／各章や各節のタイトル	
［校訂本（tx1）の頁数］

A版 B版 C版 D版

PSC108 IO195 Add22380 Daneshgah	
5745

序
文

緒言［v. 1:	1–6］ 1b–4a 1b–3a 2b–4b [1b–3a]
スルターン・フサインに関する祈願とラカブ［7–12］ 4a–7a 3a–5a 4b–6a [3a–5b]
望みを叶える〔ティムール朝〕王子たちの権勢と長命
に関する祈願［13–15］ 7a–(8a) 5a–5b 6a–7a [5b–6a]

アミールたちの権勢に関する祈願［16–18］ (8a)–9b52） 5b–6a 7a–b [6a–b]
Mīr	ʻAlī	Shīrの権勢に関する祈願［----］ 9a–10b ---- --- ----
ヘラートの特性［19–24］ 10b–12b 6a–8a 7b–9b [6b–8b]
Jāmīへの称賛［25–29］ (13a)53）–15a 8a–9a 9b–11b [8b–10a]
ヘラートの金曜モスクの特性［30–35］ 15a–16b 9a–10b 11b–13a [10a–11a]
Qalʻa-yi	Ikhtiyār	al-Dīnの特性［36–39］ 16b–17b 10b–11a 13a–14a [11a–12a]
本書執筆の理由とNiẓām	al-Mulkに関する祈願とラカ
ブ［40–53］ 17b–23a 11a–14b 14a–17b [12a–15b]

1 ヘラートの建設［54–76］ 24b–34a (14b)54）–21a 17b–26b 16b–[17a–b]–
[20a–b]–22b

2
ヘラートの諸状況
1）市街地［77–79］ 34a–35a 21a–b 26b–27b 22b–[23a]
2）付属地［80–86］ 35a–37b 21b–23b 27b–30a [23a]–24b

3
ホラーサーン地方の美徳
1）ホラーサーン地方全般の美徳［87–93］ 37b–40b 23b–25b 30a–32a [25a–26a]
2）ヘラートの美徳［94–100］ 40b–44b 25b–28a 32a–34a [26a–28a]

4

ヘラートに属する主邑や地方，付属地
1）Harāt-rūd,	Shāqlān,	その他［101–106］ 44b–47a 28a–29b 34a–35b [28a–b]–29b

2）Isfizār［107–118］ 47a–52a 29b–33a 35b–39b 29b–[31a–b]–
33a

3）Fūshanj,	Shakībān,	Kūsūya,	Qulbandān［119–132］ 52a–58a 33a–36b 39b–44a 33a–36b
4）Bādghīs,	Langar-i	Mīr	Ghiyāth,	Qalʻa-yi	NRTW,	
Karkh地方［133–152］ 58a–66b 36b–42a 44a–50a 37a–42a

5

ホラーサーン地方を構成する諸地域
1）Balkh,	Andkhūd,	Shabrghān,	Marw-i	Shāhijān,	
Abīward,	Nisā［153–181］ 66b–79b 42a–50b 50a–56a 42a–49a

2）Mashhad,	Jām,	Khwāf,	Bākharz［182–279］ 79b–112a 50b–70b 56a–70a 49a–67b
3）Tarshīz,	 Juwayn,	 Baḥrābād,	 Isfarāyin,	 Jurjān,	
Ṭabaristān［280–306］ 112a–120b 70b–76a 70a–73b 67b–72b

4）Quhistān,	Sijistān,	Farāh,	Qandahār,	Garmsīr,	
Ghūr,	Gharjistān［307–377］ 120b–150b 76a–94b 73b–93a 72b–90a

6
歴代のヘラートの支配者たち
1）イスラームの征服～アッバース朝［378–383］ 150b–153a 94b–96a 93a–96a 90a–91b
2）サーマーン朝［384–392］ 153a–157b 96a–99a 96a–100b 91b–94a

52）	 PSC108:	序文を区分けするための「アミールたちの権勢に関する祈願」というタイトルがない。そ
のため，テヘラン版や他の写本バージョンで「アミールたちの権勢に関する祈願」の本文に相当す	
る部分が，本写本では「望みを叶える〔ティムール朝〕王子たちの権勢と長命に関する祈願」の本
文に含まれてしまっている。なお，これについてはもう 1つの A版写本 Add16704でも同様である。

53）	 PSC108:	12bの最終行で「ヘラートの特性」の本文が終わった後，残りの行の半分ほどが空白の
ままになっている。次の 13aの 1行目からは，「ジャーミーへの賞賛」のタイトルは書かれないまま，
その本文にあたる記述が始まっている。なお，同じ A版写本群に属す Add16704では，タイトル
が明記されている。

54）	 IO195:	第 1章のタイトルが書かれていない。ただし，序文の記述が 14bの 5行目で終わり，14b
の残りの部分と 15a全体が空白になっているため，序文と第 1章の始まりを区別することは可能
である。



38 アジア・アフリカ言語文化研究　103

7

グール朝とカルト朝
1）グール朝［393–400］ 157b–161b 99a–101a 100b–102a 94a–96a
2）カルト朝［401–441］ 161b–182b 101a–110b 102a–110b 96a–106a
3）Amīr	Dānishmand	Bahādurの出来事［442–453］ 182b–187b 110b–113b 110b–113a 106a–108b
4）Malik	Ghiyāth	al-Dīnとその他のカルト朝マリク
［454–488］ 187b–206b 113b–125a 113a–119b 108b–118b

5）Malik	Ghiyāth	al-DīnとMalik	Quṭb	al-Dīn	Isfizārī,	
Malik	Yanāltagīnとの間の事件［489–504］ 206b–212a 125a–128b 119b–123a 118b–121b

6）Malik	Ghyāth	al-Dīnの建築活動とメッカ巡礼［505–
517］ 212a–217a 128b–131b 123a–126b 121b–124a

7）Malik	Shams	al-Dīn	Muḥammadの統治［518–522］ 217a–219a 131b–132b 126b–127b 124a–125b

8

Malik	Ghiyāth	al-Dīnの死と彼の子供たちの状況［v. 2:	
1–7］ 219a–222a 132b–134b 127b–130b 125b–127a

1）Amīr	Wajīh	al-Dīn	Masʻūd	Sarbadārと Shaykh	
Ḥasan	JūrīによるMalik	Muʻizz	al-Dīn	Ḥusaynとの
戦い［8–12］

222a–224b 135a–136b 130b–132b 127a–128b

2）Amīr	Ghazaghanによるヘラート包囲，及び彼と
Malik	Muʻizz	al-Dīnとの戦い［13–16］ 224b–227a 136b–138a 132b–134b 128b–129b

3）Malik	Muʻizz	al-Dīnによる Amīr	Ghazaghanへの
伺候［17–23］ 227a–229b 138a–139b 134b55）–136b 129b–131a

4）TīmūrによるMalik	Muʻizz	al-Dīnの許への皇子
Jahāngīr派遣，及びMalikの死［24–27］ 229b–231a 139b–140b 136b–138b 131a–132a

5）Malik	Ghiyāth	al-Dīn	Pīr	ʻAlīの即位［28–31］ 231a–233a 140b–142a 138b–140a 132a–133b
6）TīmūrとMalik	Ghiyāth	al-Dīnとの間に生じた状況
［32–34］ 233a–234b 142a–143a 140a–141b 133b–134a

7）Sewinch	Qutluq	ĀghāとMalikzādaの結婚［35］ 234b–235b 143a–b 141b–142b 134a–b
9 Tīmūrによるホラーサーン遠征［36–45］ 235b–242a 143b–148a 142b–148a 134b–138b

10 Tīmūr，ホラーサーンの統治を Shāh	Rukhに委ねる
［46–48］ 242a–244a 148a–149a 148a–150a 138b–139b

11

かつて，または最近ヘラートで生じた出来事について
1）Shaykh	ʻAbd	al-Raḥmān	Fāmīの歴史書からの引用
［49–55］ 244a–249a 149a56）–152b 150a–154a 139b–142a

2）Chīngīz	Khānとその子孫の時代に生じた出来事
［56–59］ 249a–251b 152b–154a 154a–156b 142a–143b

3）ヘラートの 2度目の荒廃［60–63］ 252a–255a 154a–156a 156b–158b 143b–145a
4）Khaṭīb	Chaghratānとヘラートのアイヤールによる
出来事［64–69］ 255a–259a 156a–138a 159a–161a 145a–147a

5）Qutluqiyānと集会モスクでの彼らの殺害［70–71］ 259a–260a 138a–159a 161a–162a 147a–b

12 Būjāy	b.	Dānishmandの出来事と彼がもたらした荒廃
［72–83］ 260a–271b 159a–165b 162a–168b 147b–153a

13

Shāh	Rukh治世の出来事［84–86］ 271b–(273a) 165b–166b 168b–170a 153a–154a
1）Bāysunqur	Mīrzāの死［87–91］ (273a)–275a 166b–168a 170a–172a 154a–155a
2）ペストによる災害［92–94］ 275a–277a 168a–169a 172a–174a 155a–156a
3）Shāh	Rukhの死［95–100］ 277a–281a 169a–171b 174a–176b 156a–158b

14

Tūlī	Khān軍によって荒廃した後の，ヘラートとホラー
サーンの復興［101–109］ 281a–288a 171b–176a 176b–181b 158b–162a

1）Amīr	ʻIzz	al-Dīn	Muqaddamの統治［110–114］ 288a–289b 176a–177b 181b–183a 162a–163b
2）Qarlugh,	Sūkū,	Amīr	Muḥammad	b.	ʻIzz	al-Dīnの
統治［115–117］ 289b–291a 177b–178b 183a–184a 163b–164a

3）Malik	Majd	al-Dīn	Kālīwīnīの統治［118–122］ 291a–294b 178b–180b 184a–187a 164b–166a
Shāh	Rukh死後の出来事［123–127］ 294b–297a 180b–182b 187a–190a 166a–168a
1）Ulugh	Begによるホラーサーン遠征［128–133］ 297a–303a 182b–185b 190a–194b 168a–170a

55）	 Add22380:	誤って chaman-i	1となっている。
56）	 IO195:	chaman-i	1の節番号とタイトルなし。
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15 2）ʻAlā’	al-Dawla	Mīrzāの息子 Ibrāhīm	Sulṭānの割礼
の儀式57）［134–136］ 303a–304b 185b–186b 194b–196a 170a–171a

3）Ulugh	Begと ʻAlāʼ	al-Dawlaの争い［137–147］ 304b–311b 186b–191b 196a–203a 171a–175a

16

Abū	al-Qāsim	Bāburの即位［148–154］ 311b–315b 191b–194b 203a–206b 175a–177b
1）Sulṭān	Muḥammad	Mīrzā，ファールスからホラー
サーンへ［155–158］ 315b–317b 194b–196a 206b–209a 177b–179a

2）Abū	al-Qāsim	BāburとSulṭān	Muḥammadのアミー
ルたちとの戦い［159–162］ 317b–320a 196a–197b 209a–201b 179a–180a

17

Abū	al-Qāsim	Bābur，2度目の即位［163–164］ 320a–322a 197b–199a 201b–213a 180a–181b
1）Sulṭān	Abū	Saʻīdの統治の始まり［167–170］ 322a–324a 199a–200b 213a–215a 181b–182b
2）Chinārānで の Abū	al-Qāsim	Bāburと Sulṭān	
Muḥammadとの戦い［171–179］ 324a–330a 200b–204b 215a–221b 183a–186a

3）Abū	al-Qāsim	Bābur，スィジスターンに Amīr	Khalīl
派遣［180–184］ 330a–332a 204b–206b ((220b–

221b))58） 186a–187b

4）Abū	al-Qāsim	Bābur，マシュハドへ［185–196］ 332a–336b 206b–209b 221b–225a 187b–190b
5）Ibrāhīm	Mīrzāの即位［197–200］ 336b–338a 209b–211a 225a–226b 190b–191a

18
Sulṭān	Abū	Saʻīdによるホラーサーン遠征と支配権の
獲得［201–209］ 338a–342a 211a–213b 226b–230a 191b–193b

1）ʻAlā’	al-Dawlaの帰還［210–212］ 342a–343a 213b–214b ---- 193b–194a
19 トゥルクマーンの帝王の即位［213–222］ 343a–347a 214b–217b 230a–233a 194a–196b

20

Sulṭān	Abū	Saʻīdによる 2度目のホラーサーンの王位
就任［223–229］ 347a–349a 217b–219a 233a–235a 196b–198a

1）Sulṭān	Ḥusayn	Mīrzāの状況の始まりについて［230–
238］ 349a–352b 219a–222a 235a–237b 198a–200b

2）Sulṭān	Abū	Saʻīdによるマーザンダラーン遠征
［239–247］ 352b–356a 222a–224b ((237a–b))59） 200b–202b

3）Khwāja	Nāṣir	al-Dīn	ʻUbayd	Allāhのホラーサーン	
来訪，及びヘラートでのペストによる被害について
［248–271］

356a–366a 225a–233a 237b–244a 202b–209b

4）Sulṭān	Abū	Saʻīdの子 Bāysunghur	Sulṭānの誕生
［272–279］ 366a–369a 233a–235a 244a–246a 209b–211b

21 Sulṭān	Abū	Saʻīdによるイラク遠征［280–289］ 369a–373a 235a–238b 246b–250b 211b–214b

22
Sulṭān	Abū	Saʻīdの捕囚と死［290–298］ 373b–376a 239a–241a 250b–254a 214b–216b
1）Sulṭān	Abū	Saʻīd拘束後に生じた出来事［299–307］ 376a–378b 241a–243a 254a–256b 216b–218a

23

Sulṭān	Ḥusaynの即位［308–316］ 378b–381b 243a–245b 256b–259b 218a–220a
1）Bāgh-i	Jahān-ārāyとQaṣr-i	Dil-gushāʼ［317–319］ 381b–382b 245b–246b ---- 220a–221a
2）この頃に生じた出来事［320–322］ 382b–384a 246b–248a ---- 221a–222a
3）Sulṭān	Abū	Saʻīdの息子たち［323–327］ 384a–385a 248a–249a 259b60）–260b 222a–b

24

Sulṭān	Ḥusaynの即位直後に起きた出来事［328–330］ 385a–386b 249a–250a ---- ----
1）Sulṭān	Ḥusaynの母 Fīrūza	Begimの死［331–333］ 386b–388a 250a–251a ---- 222b–224b
2）Sulṭān	Ḥusaynが Yādgār	Muḥammad	Mīrzāとの
戦いに向かう［334–349］ 388a–392a 251a–254b 260b61）–265a 224b–227a

57）	 PSC108:	「Ibrāhīm	Mīrzāと ʻAlāʼ	al-Dawla	Mīrzāの状況について」。本文の内容はテヘラン版や
他の写本バージョンと同じ。

58）	 Add22380:	本写本のこの箇所は，テヘラン版や他の写本バージョンにおける節とは区分の仕方が
異なる。本写本での第 17章第 2節は，テヘラン版や他の写本バージョンにおける第 17章第 2節に，
同章第 3節の一部（tx1,	v.	2:	183–184に相当）を加えたものに相当する。なお，本写本の第 17章
第 3節は，テヘラン版や他の写本バージョンにおける第 17章第 4節にあたり，以降節の数は 1つ
ずつズレが生じている。

59）	 Add22380:	本写本のこの箇所は，テヘラン版や他の写本バージョンにおける節とは区分の仕方が
異なる。本写本での第 20章第 1節は，テヘラン版や他の写本バージョンにおける第 20章第 1節
の一部（tx1,	v.	2:	230–235,	236）と同章第 2節の一部（tx1,	v.	2:	240,	241–242）に相当する。なお，
本写本の第 20章第 2節は，テヘラン版や他の写本バージョンにおける同章第 3節にあたり，以降
節の数は 1つずつズレが生じている。

60）	 Add22380:	chaman-i	1となっている。
61）	 Add22380:	chamanはなく，単に Rawḍa-yi	24となっている。
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25
Yādgār	Muḥammadの即位［350–355］ 392a–394a 254b–256a 265a–266b 227a–[228a–

b]
1）Sulṭān	Ḥusaynによる急襲と Yādgār	Muḥammad
の死［356–367］ 394a–398b 256a–259b 266b–270a [228b]–231a

26
Sulṭān	Ḥusaynの 2度目の即位［368–375］ 398b–401a 259b–261b 270a–273a 231a–232b
1）Sulṭān	Ḥusaynの息子たち［----］ ---- ---- ---- 232b–234a
2）Sulṭān	Ḥusaynによる建築活動［----］ ---- ---- ---- 234a–236a

27 Sulṭān	Ḥusaynによる諸税の免除とその他の善行［----］ 401a–406a ---- ---- ----

結語［----］ 406a–b ---- ---- ----
書写年［376］ 406b 261b 273a 236a

※1．	序文及び各章・節のタイトルには，内容が分かる程度に省略したものを使用している。また，タイトルの後の［］内に，
テヘラン版校訂本（tx1）の該当するページ数を示す。

※2．	各写本群の中から，全体が完全な形で残存しているもののうち，書写年代が最も古いものを各バージョンの代表と
して挙げた。ただし，写本 1点が存在するだけの D版は例外とする。

※3．	()は，本来あるべき節タイトルが省略されているために，その節の始まり，または前節の終わりが明確ではないこ
とを示す。

※4．	(())は，C版写本において，他の写本バージョンにある節が省略され，その記述の一部が前の節の中に吸収されて
しまっていることを示す。

※5．	[]は，D版写本において，いくつかの葉が欠落しており，そこに明らかに後世書写されたものが代わりに差し込ま
れていることを示す。

※6．各写本バージョンの特徴を示す箇所（章や節の有無など）には，網掛けをしている。

↑［写真 2］Daneshgah5745, 232b
（©Ketābkhāne-ye Markazī-ye Dāneshgāh-e Tehrān, Tehran）

↑［写真 1］PSC108, 401a
（©The Library of the Asiatic Society, Kolkata）

採択決定日―2021年 7月 30日
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［付録］『天国の諸庭園』未校訂箇所のテキスト

以下では『天国の諸庭園』の未校訂箇所のうち，［校訂 1］では A版写本にのみ存在する 27
章（結語を含む）を，［校訂 2］では D版写本にのみ存在する第 26章第 1節及び第 2節のテ
キストを掲載する。テキスト化するにあたって，以下の規則に従った。

・	1の第 27章の校訂にあたっては，PSC108（略号：آ）を底本とした。また，Add16704（略語：
。との照合を行い，異同がある場合には注に示した（ب
・	2の第 26章第 1節及び第 2節の校訂にあたっては，この箇所を含む唯一の写本Daneshgah5745
（略号：د）を利用した。なお，明らかに誤りと判断できた綴りに関しては，テキストには訂
正したものを提示し，注で写本にある通りの綴りを示した。
・	テキストは現代ペルシア語の標準的正書法に基づく。写本では前置詞や動詞の接頭辞，動詞

būdanの現在形 3人称単数形などが他の単語とつなげてかかれている場合も，本テキスト
では原則として分かち書きとした。ただし，韻文部分については，韻律に影響する場合もあ
るので，写本の綴りをそのまま再現した。
・	本文中のペルシア語詩に関しては，以下のサイトで検索した（https://ganjoor.net）。検索
の結果，合致した詩についても，多くは単語など細かい点で異同があった。そのため，脚注
で詩人の名前や作品名と共に，このサイトに掲載されている詩をそのまま提示した。

［校訂 1］第 27章（結語含む），書写年の記述
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［校訂 2］第 26章第 1節及び第 2節
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